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宇
部
市
で
は
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
の
た
め

に
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
三
者
が
連
携
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
し
て
、
全
小
中
学
校
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
指
定
校
と
し
て
い
た
。

そ
こ
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
学
習
サ
ポ
ー
タ

ー
、
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
に
よ
る
総
合
学
習
、

放
課
後
子
ど
も

教
室
の
実
施
な

ど
、
地
域
の
人

の
つ
な
が
り
や

層
の
広
が
り
が

図
ら
れ
て
い
た
。

地
域
や
保
護
者

の
方
々
と
の
更

な
る
連
携
や
子

供
た
ち
の
郷
土

へ
の
愛
着
を
高

め
て
行
く
上
で
、

宇
部
市
の
取
り

組
み
は
大
い
に

参
考
と
な
っ
た
。

学
校
・
家
庭
・
地
域
の

　
　
　
　
　
　

連
携
を
強
化

岡山県玉野市
　

地
元
企
業
の
育
成
と
地
域
経
済
活
性
化
を
目
的
に
、

地
元
企
業
優
先
発
注
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
特
に
、
市
内
、
市
外
に
関
わ

ら
ず
、
市
民
の
雇
用
者
数
を
優
先
契
約
の
条
件
に
し
て

い
た
こ
と
は
参
考
に
す
る
べ
き
施
策
で
あ
る
。
ま
た
、

全
て
の
契
約
案
件
は
契
約
課
に
一
本
化
さ
れ
て
い
る
た

め
、
市
内
業
者
内
で
の
偏
り
を
無
く
す
こ
と
が
で
き
て

い
る
こ
と
も
特
筆
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
、
工
事
案

件
に
つ
い
て
は
必
ず
地
元
業
者
と
共
同
企
業
体
を
組
ん

で
き
た
が
、
そ
の
結
果
、
事
業
者
の
工
事
受
注
ラ
ン
ク

が
上
が
っ
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
事
実
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
わ
が
町
に
対
し
て
も
地
元
企
業
優
先
発
注
の

検
討
を
す
べ
き
と
提
言
し
た
。

地
元
企
業
と
の
優
先
契
約
で

　
　
　
　

地
域
経
済
を
活
性
化

広島県安芸高田市
　

安
芸
高
田
市
で
は
「
お
互
い
さ
ま
」
精
神
に
基
づ

き
、
市
長
が
「
市
民
総
ヘ
ル
パ
ー
構
想
」
を
提
唱
し
、

い
か
な
る
財
政
状
況
に
な
っ
て
も
市
民
の
生
活
が
守

ら
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
と
し
て
「
安
心
生
活
創
造
事

業
」
に
乗
り
出
し
て
い
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
実

際
の
現
場
で
使
え
る
知
識
と
技
能
を
身
に
付
け
る
こ

と
を
目
的
と
し

た
「
生
活
・
介

護
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
が

実
施
さ
れ
、
修

了
者
は
登
録
訪

問
員
と
し
て
地

域
で
活
躍
し
て

い
た
。
人
が
一

番
の
資
源
で
あ

り
、
人
を
活
か

す
こ
と
で
町
を

活
性
化
さ
せ
る

と
し
た
こ
の
取

り
組
み
は
大
変

参
考
に
な
っ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

　
　
　
　
　
　
活
躍
の
場
を
提
供

　呉市ではレセプトデータを丁寧に分
析することで、使用薬の内容や重複受
診・頻回受診などを把握し、適切な指
導によって医療費の適正化に取り組む
とともに糖尿病腎症等予防プログラム
の対象者を特定し、専門の看護師の個
別指導などでステージ悪化を防ぐこと
に成功していた。更に慢性腎臓病や脳
卒中再発予防事業など展開も図られて
いた。ジェネリック医薬品使用促進も
進み成果が出ていた。わが町でも検討
すべき取り組みであると考える。

医療費の削減に大きく貢献

大
阪
府
河
内
長
野
市

　市は人口減少対策の一つとして「空き家バ
ンク」を創設したが、空き家を空き家のまま
にしないという別の意義もあった。市は、空
き家の所有者と不動産業を結び付ける業務の
みを行い、空き家対策を所有者と事業者の利
益的解決に委ねている点は見逃せない。市は、
現在、空き家を認定するため、県指定の専門
家に依頼する準備を進めている。わが町も空
き家と思われる住宅が少なからず存在してお
り、空き家バンク制度の導入に向け検討する
よう町に提言した。

空き家問題の解決に有効

兵
庫
県
三
木
市

　市は地元企業の育成と起業家の輩出を目的に
サポートセンターを立ち上げた。センターには、
優秀な中小企業診断士を配置し、また、事業拡
大や起業に必要な手続きの一切を行うことがで
きる。さらに、市は諸手続などにかかる費用も
支出するなど、起業に最適な環境を創造してい
た。現在、子育て、介護事業のビジネス化を希
望する女性の起業相談が増えているとのことで、
このセンターの意義が大きいことがうかがえた。
わが町にも産業振興に向け、組織改革、財政措
置を行うよう提言した。

事業拡大や起業に最適な環境を創造
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総
務
産
業
建
設
委
員
会
10
月
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日
〜

日
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〜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
〜

〜
生
活
・
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
に
つ
い
て
〜

～糖尿病性腎症等重症化予防事業について～

～空き家バンク制度について～

〜
地
元
企
業
優
先
発
注
に
つ
い
て
〜

～中小企業サポートセンターについて～


